










新役員・委員長就任挨拶

いとも思います。これからを担う現

青年委員の方々に向けて、無理の無

い程度に自ら自主的に企画実施運営

に携わる環境を整えたいと思います。

その具現化の為、各委員が考えた

企画、セミナーを極カピックアップ

し、担当の一極集中を出来るだけ避

け、皆で楽しく実行する機会を増や

したいと思います。

今年度の予定としましては、まず、

例年通り毎月 1回委員会を開催 しま

す。そして、 1月 の資格学校祝賀会

2件訪間、 3月 のウェルカムセッショ

ン (新規合格者向け交流会)に続き、
4月 下旬に札幌支部開催道央ブロッ

ク協議会にてパイルエ場見学予定、

スキルアップセミナーとして塗装セ

ミナーを11月 に仮決定しております。

支部要請のお手伝いにつきましては

出来うる限り継続して行きたいと思

います。

企画では「パズルでお部屋をかん

が僅か70数名 (8.6%)、 そして65歳

以上の高齢者世代では約140名 (約 1

7%)であり若年層の倍を占めてい
る状況です。この数字は若年層の建

築士会への入会低下と高齢者世代の

脱会増加が予想されることを意味し

ます。

当委員会では会員増強を①新規入

会者増 (若年層入会増と非会員入会

増)と②退会防止 (現会員退会防止
と特に高齢者退会防止)と いう定義

付けをしております。

別なデータを見てみますと有資格

者中の建築士会入会率については約

30%程度 (注 :地域格差あり)であ
ります。これは少子高齢化時代とは

いえ、まだ約70%の方々が非会員で

あることを示 しています。また前述

のデータの如 く、65歳以上の方の多

くは業務の第一線から退 くことが予

想され、その貴重で様々な職能が活

かされなくなります。この方々に対

がえよう」を継続事業として他団体

との交流も視野に入れたいと思いま

す。

最後に、支部長以下役員の皆様方、

支部理事、事務局の皆様はもとより、

支部内様々な運営に携わる方々のご

指導を仰ぎながら、本部青年委員と

の連携も密にし、青年委員長として

も支部会員の一員としても精進 し続

けたいと思いますのでどうぞよろし

く御願いします。

する会員として在籍 して頂ける有意

義な活動の場の創出も重要と考えて

いますc

以上のように様々な方に対する入

会促進と退会防止策を実施 していこ

うと思っておりますが、一番大切な

ことは、魅力ある建築士会になるこ

とであります。魅力ある建築士会に

なるには各委員会が実施 している事

業をもっと高めていく必要がありま  _
すc会員士F阜強特別委員会では、各委
員会と連携を図るとともに皆様方の

ご意見やご協力を頂きながら、この

魅力ある建築士会となれるよう様々

な仕掛けづくりをしたいと思います。

私も委員長として微力ながら邁進 し

ていきたいと思いますので、今後と

もどうぞよろしくお願い致します。

池田委員長は今年より事務局長

(新任)と兼務となっております。

″面ヽ

強特別委員会委員長再任挨拶

会員増強特別委員会委員長 ツ也 田 浩 司..無  .

■■■■■■

この度、札幌支部の役員改選期に

あたり、前期につづき会員増強特別

委員会の委員長を継続させて頂 くこ

とになりました。会員増強特別委員

会は会員の退会防止と新規会員獲得

を図るため平成26年末に立ち上がり、

昨年は会員からの様々な会員増強ア

イデアを整理検討してまいりました。

今年度は、これらの会員増強につな

がる様々なアイデアを実行に移 して

いきたいと思っております。

皆様も感じているように少子高齢

化の更なる進行とともに建設業界を

とりまく環境の変化により若年層の

建築離れも進んでおります。これに

より建築士資格の取得を目指す若者

も減少傾向にあり、その結果建築士

会への若年層の入会が激減している

状況であります。建築士会札幌支部

の年齢構成を見てみますと会員数約

830名中 (平成27年 5月 現在)、 若年

層世代である20歳代・30歳代の合計
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インド旅行紀

|´ヽ

昨年の11月 の下旬に、 4泊 6日 で

初めてのインド旅行へ行って来まし

た。世界遺産を巡る建築士らしい研

修旅行。話は尽きぬ、何かとびっく

り、歴史の偉大さを感じた 6日 間で

した。

1日 目 千歳空港で出国手続きを

済ませ、13:30発 の中国東方航空に

ていざ経由地上海へ。21時頃何事も

無く空港へ、ところが乗り継ぎ便が

4時間遅れ「早速やってくれたね」。

仕方が無 く夜中にご飯を食べにレス

トランヘ。意外や結構お高いので、

韓国料理の安い物でビールを飲む。

なんやかんやでようやくデリー空港

建設中の建物 (壁は後からレンカ積)

へ到着…朝でした。疲れた。

早速事件勃発。一緒に行ったメン

バーの手荷物が空港へは届かず、し

かも2名 も。足止め 2時間、眠い。

予定のホテルに着いたが、寝る暇も

無 く着替えのみ、 2日 目のバスヘと

予定だけは進んでいく。

2日 目 バスの中でホテルで用意

してくれた「やっぱり」カレーの朝

食を頂き、いざジャイブールヘと向

かう。バスでの移動に 5時間、ひた

すら眠い目をこすり高速道を走る。

「おお、インドはすごい」世界の牛

の半分はインドにいるようだ ?牛肉

が食卓にのることは無く、もっばら

ディナーでのインド舞踊

チキンである。さらに |~イ ンドに交

通ルールはあるのか」車は逆走 して

きた。 しかし、インドの運転手は驚  櫓滲.

かず、軽くかわす(あ りえねぇ―)。 無

事シャイブールヘ。とにかく車の多

さと牛の多さに驚き「風の宮殿」の

街を視察 ?やはり足場に興味を持つ、

足場はやっぱり竹でした。途中のバス

の中で、見た建設中の建物は壁が無

く、■1と梁とスラブだけのスケルトン。

壁は後からレンガ積みにて仕上げるそ

うです。「理にかなっているのか」 し

かし10階建てにしては、建物は「やせ

て、細いかな」大文夫 ?

朝もカレー、昼もカレー、夜もカ

レー、中身は鳥のみ。豚肉食いてぇ―

ビールが飲めたのは幸い。夜のディ

ナーにインド舞踊を見てやっと一息  .讐
です。 お金は殆ど使 ってないのは

「何故だ」

3日 目 ジャイアールの市内観光。

世界遺産のアンベール城、シティー・

パレス、世界遺産ジャンタルマンタ

ルと流されるような視察 ?そ して、

変わらぬ朝昼晩と 3食共カレーの食

事 (そ ろそろ飽きてくる)。 生水は

飲まない方が良い。ペットボトルの

水を毎日lLも って歩く。一緒に行っ

たメンバーも誰一人まだ、お腹の具

合を訴えた人現れず (り っぱ |)。

4日 目 朝、カレーの食事をとり、

バスでアーグラヘ向け出発。約 5時

間の移動 (遠いなあ)。 世界遺産レッ

ドフォードを視察、午後からアーグ

「三島由紀夫は言っている。

世の中には2種類の人間がいる。」

.ヽ一.        ・ヽ :.         .
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